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「おばあちゃんは、何歳なの? 」「みんなには内緒よ…」

水緑文化 おばあちゃんと一緒

お年寄りとの焼きイモ会

「
ア
ッ
チ
ッ
チ
ツ
/
・
」

焼
き
た
て
の
イ
モ
を
手
に
、
思
わ
ず

声
を
あ
げ
る
子
供
た
ち
。
そ
れ
を
温
か

い
目
で
見
守
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
。

新
松
戸
北
保
育
所
で
行
わ
れ
た
焼
き

イ
モ
会
で
の
一
場
面
で
す
。

地
域
と
歩
む
保
育
所
を
目
指
し
て
進

め
て
い
る
地
域
活
動
の
一
環
と
し
て
、

市
内
七
ヵ
所
の
保
育
所
が
、
地
域
の
子

供
た
ち
や
お
年
寄
り
と
交
流
会
を
開
い

て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
の
新
松
戸
は
街
路
樹
の
紅

葉
が
と
て
も
美
し
く
、
そ
の
落
ち
葉
で

た
き
火
を
し
て
、
焼
い
た
イ
モ
を
お
年

寄
り
と
一
緒
に
食
べ
よ
う
と
い
う
も
の
。

保
育
所
の
庭
で
、
春
の
種
イ
モ
の
植

え
付
け
か
ら
秋
の
収
穫
ま
で
、
子
供
た

ち
が
育
て
た
も
の
で
、
味
も
満
点
で
す
。

最
近
は
核
家
族
化
が
進
み
、
お
年
寄

り
と
の
ふ
れ
あ
い
が
少
な
く
な
っ
た
子

供
た
ち
。
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
よ
り

も
ず
っ
と
歳
上
の
お
年
寄
り
に
、
た
く

さ
ん
話
を
し
て
も
ら
っ
て
、
歌
を
教
え

て
も
ら
っ
て
、
楽
し
い
時
を
過
し
ま
し

た
。

昨
年
か
ら
、
何
度
か
こ
こ
の
子
供
だ

ち
と
交
流
し
て
い
ま
す
。

孫
よ
り
も
小
さ
い
子
供
た
ち
で
す
が
、

私
た
ち
が
来
る
と
と
て
も
喜
ん
で
く
れ

ま
す
の
で
、
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

新松戸

伊藤 終治さん

市役所は、平成5 年1 月から毎週土曜日が休みになります( 詳しくは、2 ページをご覧ください)。
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来
年
1

月

か
ら
実

施
し

ま
す

松
戸
市
の
機
関
は
、
一
部
の
施
設
を
除
い
て
平
成

5
年
1
月
9
日
か
ら
、
す
べ
て
の
土
曜
日
が
休
み
に

な
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
労
働
時
間
短
縮
の
社
会
的
な
機
運

を
高
め
る
た
め
に
導
入
さ
れ
る
も
の
で
、
国
で
は
今

年
5
月
、
県
で
は
8
月
か
ら
既
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
休
日
に
よ

く
利
用
す

る
市
民
セ
ン
タ
ー
や
図
書
館
な
ど
の
施
設
で
は
、
従

来
ど
お
り
土
曜
日
も
業
務
を
行
い
ま
す
。

黯
関
係
各
課
・
事
務
管
理
課

従
来
ど
お
り
土
曜
日
も
業
務

を
行
う
機
関
は
表
1
の
と
お
り

で

す
。
ま
た
休
日
や
時
間
外
で

も

、
郵
送
な
ど
に
よ
る
サ

ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
(
表
2
)
。

市
立
病
院
の
外
来
部
門
は
、

平
成
5

年
2

月
か
ら
毎
週
土
曜

日
が
休
み
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し

、
市
立
病
院
の
救

急

体
制
(
ほ
か
の
病
院
か
ら
の
受

け
入
れ
)
に
つ
い
て

は
、こ

れ
ま

で

ど
お
り
土
曜
日
も
二
十
四
時

間
体
制
で

行
い
ま
す
。

市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理

解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

。

郵送などのサービス 表2

○休日または勤務時間外の受け付け

休日・勤務時間外でも次の届け出は市役所本庁舎の守衛

室(地下1 階)で受け付けています。

①婚姻届 ②出生届 ③死亡届 ④埋火葬に関すること

○郵便による各種証明書の交付

住民粟の写しや戸籍謄本・抄本などは、郵送で申請・交

付を行うことができます。そのほか、市税関係の証明など

も郵送で受け取れる場合がありますので、各担当課まで相

談してください。

※該当する届け出や、証明の種類、必要な手続きなど、群

しい内容については、お問い合わせください。

黙市民課

市立病院の外来は

2 月6 日から毎週土曜日

が休みになります

土曜日も業務を行う施設 表1

施 設 名 問 い 合 わ せ

婦人会館 064-8778 番

運動公園 063-9241 番

小金原体育館 041 ―2242番

常盤平体育館 O86-0 仰 番

市民劇場 ≫68-0070 番

戸定歴史館 昔62-2050 番

矢切公民館 S68-1214 番

宵少年会館 044-8556 番

青少年会館樋野口分館 ≫69―0440番

文化ホール ≫67―7810番

図書館 065-5115 番

総合福祉会館 **68-1241番

養護老人ホーム 091-9357 番

身体障害者福祉センター 068-1493 番

児童福祉館 O87-3320 番

各保育所 保育所課

各老人福祉センター ながいき課

健康増進センター 065-5588 番

北山市民会館・斎場 087-5855 番

クリーンセンター体育施設 O85-7100 番

東部スポーツパーク O91-0944 番

各市民センター 地域振興課

西口駐車場 067-5553 番

勤労会館 S65-9666 番

白井聖地公園管理事務所 O0474-97-0881 番

ユーカリ交通公園 O41-2707 番

市場 消費生活課

市民会館- 068-1237 番

各消防署および指令課 、 啣3 一仰 幡

市立病院病棟( 入院患者) 部門 ≫63-2171 番

※ごみ・し尿の収集は今までどおり土曜日も業務を行います。

再生自転車を販売

大
切
な
資
源
を
有
効
利
用

受
付

日

時

…
1
1一
月
2
0
日

廊

午

前
9

時
~

午

後
3

時

、
2
1
日

出

午
前
9
時
～
1
1
時

抽

選

・
販

売
日

時
:
1
1
月
2
1

日
出
午
前
1
1
時
か
ら

台

数

・
価

格

…
四

十

台

、

一

台

五
千

円
~

一
万

一
千

円

会
場
・
:
生

き

が
い

福
祉

セ
ン

タ
ー
(
金
ヶ
作
二
七
七
-
四
)
、

五

香
駅

東

口

か

ら

新
京

成

バ
ス

示

新
山

行

き

」
ま

た

は

「
柏

陵

高

校
行

き

」
で

、

新
栄

町
下

車
(
五

香
駅
9

時
2
1
分

・
3
0
分

、

1
0時
4

分

発

が

あ
り

ま

す
)

※

抽
選

日

当

日
(
2
1日
)
は

、

五

香
駅

東

口

午

前
1
0
時
2
0
分

発

の

事
業

団

マ

イ

ク
ロ

バ

ス

を

運

行
し

ま

す
(
迎
え

の

み
)
。

駐

車

場

が

あ

り

ま

せ

ん

の

で

、

車
で

の

来

場
は

ご

遠

慮

く
だ

さ

い

。

黯

纈

生
き

が

い

福
祉

事
業

団

。一一

8
4
3
4
9
1
番

1
2月
定
例
市
議
会
開
催
予
定

12
『
/1 61 51 41 11 01 9 期

日月 木 水 火 月 金 木 水

本

会

議

常

任

委

員

会

本

会

議

召
集
日
・
本
会
議

会
議
予
定

議
案
等
の
議
決

議
案
等
の
審
査

一

般

質

問

議

案

説

明

主

な

内

容

楽
々
バ
ラ
ン
ス
メ
ニ
ュ
ー

教
室

会
場
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

対
象
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
、
当
セ
ン
タ
ー
の
医
学
的
検

査
を
一
年
以
内
に
受
診
し
た
人

費
用
毎
回
四
百
円

定
員
三
十

五
人
圃
電
話
で
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

容
6
5
-
5
5
8
8番
へ

期 日 時間 内 容

12/10W 憲
訪
↓

後み

冬向きヘルシークッキング

1/14W
コレステロールガ

気になる人の食事

2/18W 1日10巳の適塩料理

午
前
1
0
時
～
午
後
1
時

赤

十
字

看
護

学
生

募
集

資
格
高
校
卒
業
程
度
ま
た
は

卒
業
見
込
み
の
女
性
。
卒
業
後

指
定
の
医
療
施
設
に
勤
務
で

き
、

寄
宿
舎
に
入
舎
で
き
る
女
性

定
員

三
十
人

試
験
日
1

月
2
7

日

収
~
2
8
日

収

会

場

当

校

出

願

期
間
1
2
月
1

日

㈹

～
1

月

2
0日

収

茴

成
田

赤
十

字

看

護

専
門

学
校

入

試

係
{一一
〇
4
7
6
-
2
2
-
2

3
1
1

番

土曜日に閉庁する部門 表3
●r'
収入役 室、すぐ やる 課、秘 書課、(総)庶 務課、人 事課、事務管理課、工事検査室 、防災課、女性課、

50周年準備室、企画課、交通計画課、文化会館開設室、財政課、管財課、広報課、市民相談室、地

域振興課、税制課、市民税課、資産税調査課、資産税課税課、収納課、商工課、農政課、消費生活

課、( 清) 管理課、ご みを 減ら す課、清掃 第1 課、清掃第2 課、(清) 施設課、生 活環境課、公害 課、

公害研究 所、市民課、各支所 、安全 課、保健衛生 課、健康管理課、おせ わ課、老人保健課 、福祉事

務所、援護課、ながいき課、しあわせ課(ゆうがり学園、あゆみ学園、のぞみ学園、ことばの相談室

を含む) 、保育所課( 本庁部門) 、国民年金 課、国民 健康保険課、こ ども課 、景観 担当 室、(土) 管理課、

道路 課、河川課、都市水路 課、計画業 務課、(下) 施設 課〔衛生処 理場含 む 〕、工務第1 課、工 務第2

課、建築 課、建築指導課 、住宅 課、都市副一画課、街 路課、開発計画 課、区画 整理課、再開発 課、公

園緑地 課、白 井聖地公園 課、総合 公園建設事務所 、都市整備公社、土地開 発公社、生きがい 福祉 事

業団 、まつど 街と 水辺の緑化 基金、議会事務局、 選挙管理委員会事務局 、監査課、農業委員 会事務

局、( 教) 庶務課、学校施設 課、学務課、指導課、保健 体育課、中学校給食 準備室、教育研究所 、社

会 教育 課、少年センター 、美術館 準備室、博物館開 設室、(水) 庶務課 、(水)2 営業所、社会 福祉協

議会 、消防局( 企画管 理室・総務 課・予 防課・救急防災 課・警防 課)、福祉医療センター 開設準備室、

施設管 理公社、市 立病院( 外来部門 ・2 月 から)

市役所 毎週土曜日が休みに

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

平

成
4

年

松
戸

市

議

会
1
9一
月

定

例
会

は

、
1
2
月
9

日

困

か
ら

2
1日

囲

ま
で

開

催
さ

れ

る

予
定

で

す
。

請
願

・

陳

情
は

、
1
2
月
4

日

幽

午
後
5

時

ま
で

に

提

出
し

て

く
だ
さ
い
。

※
傍
聴
さ
れ
る
際
は
、
日
程
を

あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

蠢
市
議
会
事
務
局
議
事
課



松戸駅西口の市街地に
特

定

街

区

制

度

を

適

用

松戸駅西口の伊勢丹松戸店・松戸ビルヂン

グを中心とした街区が、年内にも特定街区と

して都市計画決定されることになりました。

市では、特定街区を都市計画として決定す

るための運用基準を、平成2 年11月に県内で

初めて定めています。

この基準は、市街化や公共施設の整備の状

況などを踏まえ、市が独自に定めたもので、

今回の特定街区の適用は市内では初めてにな

ります。

特

定

街

区

制

度

と

は

有
効
な
空
き
地
の
確
保
、
街

区
へ
の
統
合
な
ど
、
事
業
者
の

努
力
に
対
し
て

、
そ
の
建
築
上

支
障
と
な
る
一
般
的
な
形
態
の

規
制
を
緩
和
す
る
こ
と
に
よ
り
、

行
政
が
こ

た
え
る
と
い
う
も
の

で
す

。
事
業
者
と
行
政
の
ギ
プ

ー
ア

ン
ド
・
テ
イ
ク
に
よ
っ
て
市
街

地
の
整
備
改
善
を
図
る
制
度
と

い
え
ま
す
。

松

戸

駅

西

口

の

南

一
・
二
㌶
が
適
用
に

今
回
適
用
さ
れ
る
の
は
、
松

戸
駅
西
口
の

南
約
二
百
片
の
伊

勢
丹
松
戸
店
と
松
戸
ビ
ル

ヂ
ン

グ
が
あ
る
、
約
一
・
二
㌶
の
街

区
で
す
。

商
業
地
域
の
こ

の
街
区
は
、

容
積
率
が
六
〇
〇
%

か
ら
七
二

〇
%

に
な
り

、
新
た
に
十
階
建

の
ビ
ル

も
建
設
さ
れ
ま
す
。

そ
の
結
果
、
店
舗
面
積
が
約

一
万
平
方
㍍
増
え
、
地
域
商
業

の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す

。

さ
ら
に
街
区

全
体
の

環
境
整

備
も
図
ら
れ
る
た
め
、
新
た
に

文
化
施
設
の

設
置
や
、
建
物
入

口
な
ど
の
ス
ロ

ー・
プ
化
や
自
動

ド
ア
化
な
ど
、
利
便
性
の
向
上

も
図
ら
れ
ま
す
。

蠢
都
市
計
画

課
計
画
係

今回適用される松戸坂下特定街区

魅力ある街づくりを進めます

1
2月
4

日
～
1
0
日

は

人
権
週
間
は
昭
和
2
3年
1
2月

1
0日
、
国
連
で

「
世
界
人
権
宣

言
」
が
採
択
さ
れ
た
の
を
記

念

し
て
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

人
権
意
識
の

普
及
高
揚
を
図

る
た
め
、
法
務
省
、
千
葉
地
方

法
務
局
松
戸
支
局
お
よ
び
松
戸

人

権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は

、

特
設
人
権
相
談
所
、
人
権
講
演

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

特
設

人
権

相
談

所

日
時
・
:
1
2月
7

日
㈲
午
剪
1
1

時
～
午
後
3

時

会
場
・
:伊
勢
丹
松
戸
店
十
一

階
特
別
会
議
室

相
談
内
容
…
親
子
や
相
続
な

ど
の
家
庭
問
題

、
借
地
・
借
家
、

差
別
、
い
じ
め
な
ど

相

談

員
・
:
人

権

擁
護

委

員

、

法

務

局

職

員

人

権

講

演

会

日
時
…
1
2
月
5
日
出
午
後
2

時

～
3

時
3
0
分

会

場
・
:
婦
人

会

館

内

容
・
:
少
年

を

め
ぐ

る

諸

問

題

講

師
:
人

権

擁

護

委
員

・

高

橋
む
つ

き

氏

対

象

…
民

生

児

童

委
員

、

一

般

市

民

人

権

に

関

す

る

こ

と

は

人

権

擁

護

委

員

に

相

談

を

皆

さ
ん

が
、
こ

れ
は

人

権

問

題
で

は
な

い

だ

ろ

う
か

と

感
じ

た

り

、

困

っ
て

い

る
こ

と

や

心

配
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

、
法

務
大
臣
か
ら

委
嘱
を
受
け
た
人

権
擁
護
委
員
(
左
表
参
照
)
が
お

近
く
に
い

ま
す
の
で

、
ご
相
談

く
だ
さ
い

。

人
権
に
関
す
る
相
談
は
、
千

葉
地

方
法
務
局
松
戸

支
局
(
登

6
3
-
6
2
7
8

番
)
で

も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

蠢
援
護
課
庶
務
係

人
権
週
間
で
す

人権擁護委員( 敬称略)

氏 名 住 所 電 話

島村 芳子 仲井町2-128 62-5286

有坂 星子 金ケ作306 87-5055

和田 康男 松戸新田18-4 62-7853

永井 修洋 松戸1900 62-2904

谷口 充徳 中金杉2-20 42-7925

平根孝男 大谷口319-6 42-1488

高橋むつき 上本郷2334-6 67-1404

鈴木 一夫 ⊃1ノ木144-2 41-0192

瀧田 泰子 上本郷3730 62-2683

「人権週間」強調テーマ

○国際化時代にふさわしい人権意識を育てよう

○いじめ、体罰の根を絶とう

○部落差別をなくそう

O女性の地位を高めよう

O 障害者の完全参加と平等を実現しよう

特定街区の例

イラストは今回適用される

ものとは関係ありません

既成の市街地
家族でくつろげる街を

特定街区とした場合
(土地を有効・健全に利用)

あ
な
た
の
健
康

排
便
の
習
慣
は
個
人
差
が
大

き
く
、
一
概
に
い
え
ま
せ
ん
が
、

一
般
に
は
三
日
以
上
便
通
が
な

い
と
き
便
秘
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
腹
痛
・
吐
き
気
・
頭

痛
・
け
ん
怠
感
な
ど
不
快
な
症

状
を
伴
う
か
否
か
も
大
切
な
こ

と
で
、
排
便
回

数
だ
け
で
異
常

で

あ
る
と
決
め

る
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
。

な

ぜ

便

秘

に

な

る

か

便
秘
の
原
因
は

次
の
よ
う
に
い

ろ

い

ろ
あ
り
ま
す
。

①
朝
食
後
な
ど
排

便
す

べ
き
と
き

に

、
つ
い
我
慢

し
て
し
ま
う
よ

う
な
悪
い
習
慣

②

野

菜

が

少

な

。
く
、
肉
類
の
多

い
偏
食

③
消
化
の
よ
い
残

り
か
す
の
少
な

い
食
事

④
栄
養
・
水
分
・
運

動
な
ど
の
不
足

⑤
全
身
衰
弱
者
・
老
人
・
妊
婦

な
ど

⑥
恐
怖
心
や
し
ゅ
う
恥
心
な
ど

精
神
的
原
因

⑦
腸
の
働
き
が
鈍
く
な
る

⑧
腸
の
神
経
が
緊
張
し
過
ぎ
る

⑨
腸
の
狭
窄
(
さ
く
)
や
が
ん

な
ど
、
形
の
異
常
が
あ
る

こ
れ
ら
の
う
ち
①
~
⑦
ま
で

は
便
の
運
び
が
悪
く
な
る
も
の

で
、
食
事
療
法
が
重
要
に
な
り

ま
す
。

便
秘
に
よ

い

食

習
慣
は

便秘と食事
ま
ず
早
起
き
し
て
、
冷
水
ま

た
は
冷
た
い

牛
乳
を
コ
ッ

プ
一

杯
飲
む
。

次
に

散
歩
や
体
操
を
し
て
か

ら
、
ゆ
っ
た
り
し
た
気
分
で
朝

食
を
十
分
摂
取
す
る
。

便
意
が
な
く
て
も
数
分
間
ト

イ
レ
に
座
り

、
お
腹
を
上
か
ら

下
ヘ
マ
ッ
サ

ー
ジ
し

腹
圧
を
か

け
る
。
た
だ
し
妊
婦
は
力
み
過

ぎ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

繊
維
の

多
い
食
事
に

す
る
。

ニ
ン
ジ
ン
・
ゴ
ボ
ウ
・
レ
ン
コ

ン
ー
タ
ケ
ノ
コ
・
キ

ャ
ベ
ツ
・
ホ
ウ
レ

ン
草
な
ど
の
野
菜

類
、
七
分

づ
き
米
、

豆
類
、
芋
類
・
コ

ン
ニ
ャ
ク
な
ど
を

取
る
。
そ

れ

に

コ

ン

ブ
ー
ワ
カ
メ
・
ヒ
ジ

キ

な

ど

の

海

藻

類
、
リ

ン
ゴ
な
ど

の
果
物
類
や
キ
ノ

コ
類
な
ど
も
食
物

繊
維
が
豊
富
に
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

繊
維
食
は

便
秘

解
消
に
よ
い
だ
け
で

な
く

、
コ

レ
ス
テ
ロ

ー
ル
や
発
が
ん

性
物

質
を
排
出
す
る
の
で

、
肥
満
・

糖
尿
病
・
動

脈
硬
化
・
大
腸
が

ん
な
ど
を
予
防
し
ま
す
。

ま
た
、
コ
シ
ョ
ウ

ー
カ
ラ
シ

な
ど
の
香
辛
料
や
適
量
の
ア
ル

コ
ー
ル

も
、
腸
を
刺
激
す
る
の

で
効
果
が
あ
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
努
力
を
し
て

も
、
便
秘

が
長
く
続
く
よ
う
な

と
き
は

、
勝
手
に
下

剤
を
飲
み

続
け

た
り
し
な
い
で

、
医
師
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い

。

(
松
戸
市
医
師
会
)



平成3年度決算の概要と、平成4年度上半期(
4月～9月末)の予算執行状況をお知らせしま
す。財政課

平
成
4
年
度
上
半
期

予
算
執
行
の
状
況

歳
入
3
9・
4
%
、
歳
出
3
5・
3
%

〔

一
般
会

計

〕

平
成
4

年
度
の
一

般
会
計
の

当
初
予
算
は
、
一
千
百
五
十
二

億
円
で
し
た
が
、
9
月
に
補
正

を
行
い
ま
し
た
の
で

、
予
算
現

額
は
一
千
百
七
十
一
億
四
千
八

百
四
十
五
万
四
千
円
と
な
っ
て

い

ま
す
。

予
算
の
執
行
状
況
は
、
9

月

末
現
在
で
、
歳
入
三
九
・
四
%

、

歳
出
三
五
・
三
%
で
す

。

第
四
次
総
合
五
か

年
計
画
に

盛
り
込
ま
れ
た
、
文
化
的
で

緑

豊
か
な
活
気
あ
る
街
づ
く
り
を

目
指
し

た
諸
施
策
を
進
め
て
い

ま
す
。

〔
特

別

会
計

〕

平
成
4
年
度
の
特
別
会
計
の

当
初
予

算
は
、
五
百
億
六
千
八

百
三
十
八
万
四
千
円
で
し
た
が
、

5
月
に
松
戸
競
輪
特
別
会
計
、

9
月
に
松
戸
競
輪
特
別
会
計
と

下

水
道
事
業
特
別
会
計
の
補
正

を
行
い
ま
し
た
の
で

、
予
算
現

額
は
五
百
六
十
八
億
一
千
四

十

六
万
二
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予

算
の
執
行
状
況
は
、
全
体

で
歳
入
四
五
・
八
%

、
歳
出
四

二
・
三
%
で
す
。

〔
企

業
会

計
〕

企
業
会
計
の
当
初
予
算
は

、

収
益
的
支
出
と

資
本
的
支
出
の

合
計
で
、
二
百
三
十
七
億
一
千

八
百

六
十
万

六

千
円
で

し

た

が
、
6
月
と
9
月
に
病
院
事
業

会
計
の
補
正

を
行
い
ま
し
た
の

で

、
支
出
の
予

算
現
額
は
、
二

百
四

十
三
億
二
千
四
百
十
二
万

九
千
円
と
な
り
ま
し
た

。

予
算
の
執
行
状
況

は
、
全
体

で
収
入
三

丁

二
%

、
支
出
五

五
・
六
%

と
な
っ
て
い
ま
す
。

市有財産の現在高

(平成4 年9 月30日現在)

基 金

土 地 開 発 基 金48 億 円

財 政 調 整 基 金55 億3,396 万2 千 円

国 民 年 金ED 紙 購 入 基 金850 万 円

高額療養費貸付基金1,500万円

学 童災 害 共 済 基 金1,500 万1 千 円

松 本 清 奨 学 基 金5,00() 万 円

福 祉 基 金2 £§2,118 万1 千 円

美 術 品 等 取 得 基 金4 億1,000 万 円

国民健康保険事業財政調整基金7 億 円

松戸市営白井聖地公園基金1,766 万3 千 円

文化施設建設基金47億2,618万4千円

市 債 管 理 基 金9 億4,000 万 円

有 価 証 券 お よ び 出 資 に よ る 権 利

18億8,322万3千円

土 地 お よ び 建 物

土 地2,817,944.20 「TT

( う ち 土 地 開 発 基 金9,064.64nf)

建 物798,443.19nf

車 両 総 台 数417 台

乗 用 車27 台 貨 物 車124 台

消 防 車73 台 救 急 車10 台

軽 自 動 車93 台 そ の 他90 台

地方 債の現在高( 平成4 年9 月30日現在)

平 成4 年 度 一 般 会 計 〔歳 入 〕 ●O 内は、平成3 年度予算の繰越分です。

科 目 当初予算額
4月~9 月末

補正予算額

予 算 現 額 4月~9 月

収入済額

収入率

%金 額 構成比%

市 税 683億円 683億円 58.3 357億6,012万5千円 52.4

地方譲与税 19億7,000万円 19億7,(XX〕万円 1.7 4 億5,238万5千円 23.0

利子割交付金 24億円 24億円 2.1 7億5.726万2千円 31.6

ゴルフ場利用税
交 付 金

2,00(〕万円 2,0CK〕万円 0.0 738万5千円 36.9

特別地方消貫税

交 付 金
1,200万円 1,20(〕万円 0.0 O円 0.0

自動車取得税
交 付 金

12億円 12億円 1.0 3億9,950万2千円 33.3

地方交付税 1千円 2隙 円 20億1千円 1.7 10億2,615万2千円 51.3

交通安全対策
特別交付金

7,000万円 7,000万円 0.1 4,747:万8千円 67.8

分担金および

負 担 金
12億9,573万5千円 12億9,573万5千円 1.1 5億6,802万円 43.8

使用料および

手 数 料
20億3,276万4千円 20億3,276:万4千円1.7 1111,427万2千円 54.8

国庫支出金
(115,752万円)

88億3.457万6千円
3億14,353万2千円

(1 億5,752万円)

91億7,810万8干円
7.8

(O 円)
21億1,119万2千円

(0.0)
23.0

県 支 出 金
(1 億4,323万8千円)
34億1.513万6千円

840万円
(1億4,323万8千円)
34億2,353万6千円

2.9
(O 円)

6億1.093万5千円
(0.0)

17.8

財 産 収 入 2億4,418万5千円 2億4,418万5千円 0.2 2億5,907万9千円 106.1

寄 付 金 1千円 3,Ca〕万円 3,000万1千円 0.0 1,590万9千円 53.0

繰 入 金 45億9,650万9千円 -10億円 35億,650万9千円 3.1 O円 0.0

繰 越 金
(7 億384万7千円)

1億円
2億7,457万5千円

(7 億384万7千円)

3億7,457万5干円
0.3
(7 億384万7千円)
26億3,270万7千円

(10(〕,0)

702.9

諸 収 入 20億9,445万9千円5億6,768万1千円 26億6.214万円 2.3 3億5,283万5千円 13.3

市 債
(1 億3,941万2千円)

186億1,463万4千円
-2 億7,573万4千円

(1 億3,郢 万2千円)
183億3,890万円

15.7
(O 円)
O円
(0.0)
0.0

合 計
(11億4,401万7千円)

1,152億円
1914,845万4千円

(11億4,401万7千円)
1,171億4,845万4千円

100.0
(7 億384万7千円)

461億1,523万8千円

(61.5)

39.4

平 成4 年 度一 般会 計 〔歳 出 〕 ●O 丙は、平成3 年度予算の繰越分です。

科 目 当初予算額
4月~9 月末

補正予算額

予 備 費

充 用 額

予 算 現 額 4月~9 月末

支出済額

執行率

%金 額 構成比%

議 会 費 8億2,547万2千円 8億2,547万2千円口 4億307万円48.8

総 務 費 155億6,845万4千円11億1,171万1千円3、765万3干円 157億1,727万8千円 13.4 42億3,382万7千円 26.9

民 生 費 156億3,176万6千円 156億,176万6千円13.3 64億7,573万5千円 41.4

衛生費 216億2,213:万9千円 1億4,420万7千円 217億6,634万6千円18.6 67億8361万5千円 31.2

労 働 費 5,963:万9千円 5,963万9千円 0.1, 3,420万7千円 57.4

農林水産業費 4億口04万7千円 4億1,204万7千円 0,4 2億3,020万2干円 55.9

商 工 費 12億2,759万6千円1,199万7千円 25万9千円 12億3,985万2千円1.1 6億9,300千円 55.9

土 木 費
(11億98万1千円)

277億1029万4千円
17億2,095万2千円 11万2干円

(11億498万1千円)
294億3,135万8千円

25.1
(1014,241万2千円)

95億9,727万2千円
(94.3)
32.6

消防費 48億8,483万4千円 2,968万1千円 49億1,451満5千円 4.2 20億485万5千円 40.8

教 育 費 178億7,476万円 9,596:万7千円 28万7千円 179億7,101万4千円15.3 65億3,108万8千円36.3

災害復旧費
(3,903万6千円)
1千円

(3,903万6千円)
1千円

0.0
(3,903万6千円)

0円

(1〔≫.0)

0.0

公 債 費 90億.8,299万6千円1億6.552万1千円 89億リ47万5千円 7,6 43僮4,319万3千円 48,7

諸 支 出 金 2千円 2千円 0.0 O円 0.0

予 備 費 3億円 司,刪万扞円 2艱168万9千円 0.2 - -

合 計
(11億4,401万7千円)

1,1521円
1914,845:万4 千円

(1幢4,401万7千円)

1,17114,845万4千円
1〔X)、0
(1旙8,猖万8干円)
413億3,涯万5千円

(94.5)

35.3

区 分 当初予算額
4月~9 月末

補正予算額
予算現額

4月~9 月

収入・支出済額

収入・
新車

%

収益的収入 16億5,翊 万3千円 16億5,翊万3千円 6億6,513万6千円 40.3

収益的支出 16厖5,156万5千円 16億5.156万5千円 6億309万1千円 36.5

資本的収入 4億.7,360万2千円 4億7,3a〕万2千円 1億2,002万5千円 25.3

資本的支出 5億8,悧 万1千円 5億8,114万1千円 2億6,927万1千円 46.3

収益的収入 134億5,000万円 134億5,000万円 63億8,676万8千円 47.5

収益的支出 134億5,000万円 134億5,000万円 69億7,126万9干円 51.8

資本的収入 7〔}億3,498万5 千円 6億550万7千円 7腫朷49万2千円 1億271万2千円 1.3

資本的支出 78億3.691万5干円 6億552万3干円 84億4,243万8千円 56億5,70(〕万5 千円 67.0

収益的収入 9,謌 万3千円 9,348万3千円 397万3千円 4.2

収益的支出 1億.1,430万5千円 1億1,430万5千円 659万8千円 5.8

資本的収入 1千円 1千円 O円 0.0

資本的支出 8,468万円 8,468万円 1,559万3千円 18.4

豪収入額が支出額に不足する額は、内部留保資金で補てんします。

水

道

事

業

病

院

事

業

土
地
区
画
整
理
事
業

平成4 年度

企業会計の

予算執行状況

平成4 年度特別会計の予算執行状況

会 計 名 当初予算額
4月~9 月末

補正予算額
予算現額

4月~9 月末

収入済額

収入率

%

4月~9 月末

支出済額

執行率

%

国民健康保険 1鵬6,4劭 訐円 1迴6,4邵 訐円 漣8,郢55干円 l.ア 哨389朋 15

松戸競輪 81軋57杤4伺 鴈哺3万粁円 14幢7,9而8 刊 1窿,熈5千円 71.8 聽6濁万5千円 63,2

下水道事業
(1亂33仍扞円)

1臘,4箭7 千円
7亂804万粁円

(1旙1,33恆 扞円)

153駐213万扞円

(5朋万円)

4膰1,832万7千円

(5.7)

32.0

(4齠朋万訐円)

44剿,443万円

(48.0)

29.0

公設地方卸売

市場事業
4駈41詬円 4i,416万円 1剿,84万9千円 37,1 2億1馴万7千円 47.5

老人保健事業 113餓947万5千円 涓駐94万5二F円 4圖茹6伺 40.6 47盥,55杤7干円 U

駐車場事業 3刪,013酊 干円 潘,013万6刊 1齠璢万8千円 42.5 1剿譱万円 42,8

合 計
(1圖,33仍仟円)
a謹6瀰万4千円

67剿J〕万8刊
(1(11,33151f円)

鈿1, 荊2 伺

(5,778万円)

2t蓮2,567万円

(5,7)

45,B

(4劃扉万訐円)

凅4 跼万9千円

(48.0)

42.3

※() 内は、平成3 年度予算の繰越分です。
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・
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・
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土
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計
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全
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ま
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平成3 年度企業会計決算状況

区 分 予 算 現 額 決 算 額

水

道

事

業

収益的収入 15億5,935万5千円 1513,367:万2,380円

収益愬支出 怖億4,掴万9千円 15應2,458万4,492円

資本的収入 4億9,2句万9千円 4億7,322万2,069円

資本的支出 5億1,262万9,800円 4億6,484万8,920円

病

院

事

業

収益的収入 129厖5,148万7千円 128億7,309万4,112円

収益的支出 129億5,148万7千円 128億6,984万4,671円

資本的収入 3億3,905万9干円 3億3.969万948円

資本的支出 9億9,077万8干円 9億7,427万6,249円

土
地
区
画
整
理
事業

収益的収入 1,662万5千円 1,692万1,棚円

収益的支出 2,053万2千円 1,482:万7.19C〕円

資本的収入 1千円 O円

資本的支出 8,353万6干円 7朋7万2,279円

水

道

事

業

病

院

事

業

土
地
区
画
整
理
事
業

※収入額が支出額【こ不足する額は、内部留保資金で補てんします。

平成3 年度特別会計決算状況

会計名 予 算 現 額 収 入 済 額 支 出 済 額

国民健康保健 154億925万7千円 158億2,311万8,497円 149億5.400万4,609円

松戸競輪 142億1,7圖万3 千円 142億9,027万2.282円 138億8,324万2,834円

下水道事業 162M3.537万2,500円 152億8,035万2,791円 150BB.327万41円
公設地方卸売
市場事績 4^6,360万円 4億8,033万5,097円 4億4,814万5,047円

老人保健事業 103185,302万9千円 102億7,141万9,120円 102億168万7,608円

駐車場事業 3M7.427万6 千円 4億2,741万4,432円 3億6,413万3,487円

合計 5ZO億5,262万7,500円 56587.291万2,219円 549億1,448万3,626円

平成3 年度市税の住民負担状況
人 口451,696 人

世帯数165,295 世 帯

(平成4 年3 月31日現在)

区 分 1世帯当たり 1 人当たり

市 民 税 26万1,238円 9万5,598円

固定資産税 9万4,Z08円 3万4,658円

都市計画税 1万7.968円 6,576円

そ の 他 2万3,021円 8,424円

合 計 39万6,935円 14万5,256円

競輪事業収益金の使途状況

民生費1 億円

土木費13 億3.600万円

教育費1 億円

計15億3,600万円

中 学 校 給 食 の 実 施 校 も 増 え ま し た

( 栗 ヶ 沢 中 学 校 で)

,
主 な 事 業 の 概 要

交 通 安 全 施 設 整 備 事 業1 億6,801 万9,070 円

自 転 車 放 置 防 止 対 策 事 業3 億6.081 万916 円

( 仮 称) 文 化 会 館 建 設 事 業16 億8,403 万2,489 円

特別養護老人ホーム建設費補助金1W,341 万4,863 円

ケ ア ハ ウ ス 施 設 建 設 費 補 助 金1 億2,333 万400 円

生 き が い 福 祉 事 業 団 関 係 経 費1 億438 万5,760 円

重 度 心 身 障 害 者 医 療 援 護 費HS299 万6.387 円

在 宅 老 人 デ ィ サ ービ ス 事 業7,474 万535 円

民 間 保 育 所 関 係 経 費3 億4,262 万3,094 円

八ヶ 崎市民 センタ ー 建設事 業2 億2,414 万9,755 円

成 人 ・老 人 健 康 管 理 事 業3M3.963 万5,133 円

( 仮称)中央保健センター建設事業11 億5.666 万2,776 円

( 仮 称) 小 金 保 健 セ ン タ ー 建 設 およ び

小 金 支 所 移 転 事 業760 万4,490 円

塵芥収集委託料および再資源化等事業16 億978 万3.517 円

ご み 減 量 促 進 事 業5,717 万9,847 円

(仮称)和名ヶ谷クリーンセンター慰課業52億3,080万4,592円

金 融 対 策 関 係 経 費5 億4,576 万9,277 円

道 路 維 持 補 修 事 業23 億4,686 万3,871 円

道 路 新 設 改良 事 業24 億5,878 万9,094 円

河 川 整 備 事 業20 億2.235 万7.991 円

都 市 計 画街 路 事 業15 億323 万1,753 円

公 園 建 設 事 業3,428 万8,700 円

21 世 紀 の 森 と 広 場 建 設 事 業30 億5,614 万1,580 円

軸まつど街と水辺の緑化基金出捐金等1 億500 万 円

排 水 路 整 備 事 業36 億1,667 万5,594 円

市 営 住 宅 建 設 事 業2fi §8,787 万6,570 円

大 金 平 消 防 署 建 設 事 業7 僮1,391 万5,880 円

消 防 車 両 等 整 備 事 業9,935 万8,950 円

小 学 校 施 設 整 備 事 業2 億1,976 万6,375 円

中 学 校 施 設 整 備 事 業33 億7,155 万1,392 円

幼 稚 園 振興 事 業 費4 億1,428 万900 円

父 田 負 担 軽 減 対 策 費4,209 万9,925 円

博 物 館 関 係 経 費1M4.160 万4, ∠178円

戸 定 邸 修 復 事 業5,358 万5,254 円

平成3 年度一般会計〔歳入〕

科 目 予 算 現 額
収 入 済 額

金 額 構成比(%2

市 税 651億1,247万5千円 656億1,137万613円 60.5

地方譲与税 19億6,000万円 22億.5,567万7千円 2.1

利子割交付金 23億円 24億4,381万3千円 2.3

ゴルフ場利用税
交 付 金

2,000万円 1,660万8,287円 0.0

自動車取得税
交 付 金

12億円 11≪6.138万8千円 1.1

地方交付税 2億B.OOQ万円 2億8,076万2千円 0.3

交通安全対策 ヽ

特別交付金 7.000万円 9,672万2千円 0.1

分担金および負担金 11億8,856万1千円 12億3.127万641円 1.1

使用料および手数料 18億3,689万9干円 18億6.553万7,587円 1.7

国庫支出金 71億2溺2万8干円 68億4,996万9,709円 6.3

県支出金 28^2,688万6千円 27億1,085万5,006円 2.5

財産収入 7億5,652万3千円 10億231万2,537円 0.9

寄 付 金 3,044万6千円 3溷4万5,504円 0.0

繰 入 金 12億4,657万8千円 12億4,657:万8,600円 1.1

繰 越 金 33i§4,719万9,5〔X〕円 33億4,720万68円 3.1

諸 収 入 34億9,914万7千円 36億4,378万6濶1円 3.4

市債 褐廚,291万6千円 145億8,750万4千円 13.5

特別地方消費税
交 付 金

阻〕万円 937万4千円 0.0

合 計 1,077億25万8.50C〕円 1,囲 億9,117万5,213円 100.0

平成3 年度一般会計〔歳出〕

科 目 予 算 現 額
支出済額

金 額 構成比(%)

議 会 費 7億7,865万7千円 717,236:万8,932円 0.7

総 務 費 悁億3,055万6,678円 丗厖4,898万9,746円 牲1

民 生 費 148億989万588円 143億.4,895万9,157円 13.7

衛 生 費 21懣9,573万9千円 208億7,531万9,286円 19.9

労 働 費 3,679万8千円 3,640万8,碣円 0.0

農林水産業費 4億610万7千円 3億9,285万2,544円 0.4

商 工 費 11*61.976万2,800円 10億9,615万3,573円 1.0

土 木 費 275億7,813万2,105円 262億7.902万6,〔)05円 25.0

消 防 費 48億6,292万円 48億2,463万9,068円 4.6

教 育 費 167億9,731万6,379円 165億4,007万1,954円 15.8

災害復旧費 6,550万円 1.905万6千円 0.0

公 債 費 82億3,656万3千円 8119,448:万4,147円 7.8

諸支出金 5,258万7千円 2,629万2,295円 0.0

予 備 費 2,972万8.95C〕円 - -

合 計 1,077億25万8,500円1,050^5,462万1,356円 100.0

市税・使用料の支払いがより便利に

金融機関を通じて、市税・使用料などを納

めていただく場合、従来は市内の店舗しか利

用できませんでしたが、市内に支店がある金

融機関であれば、全国どの店舗でも支払いが

できるようになりました。

口座振替もご利用ください。
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憇

収

納

課

新
規
購
入
の
1
6
㍉
フ
ィ
ル
ム
を
貸
し
出
し
ま
す

社会教育編

気づいたときが変えるき(31分)

帰っておいでチェリー(54分)

子供たちが狙われている(15分)

母なる森(32分)

エイズ汚染を防ぐ(25分)

児 童劇アニメーション

おかあさんのやさしい手(23分)

青い鳩(11分)

樺太犬ゴン太・母をさがせ(25分)

アンパンマンとぱいきんまん(10分)

のっぺらぼう(15分)

とらねこめいたんてい(10分)

※
借
り
る
に
は
、
十
六
㍉
映
写
機
操
作
技
術
講
習
会
の
修
了
証
が

必
要
で
す

。

憇
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係
'一一
6
6
-
7
4
6
2
番



講
座
・
講
演

郷

土

歴

史

講

座

1
1月
2
9
日

面

午

後
2

時
~
4

時

会

揚
文

化

ホ

ー
ル

内

容

し

め

縄

作
り

を

通
し

て

昔

の

風

習
を

学

ぶ

定

員

三

十
人

講

師
松

戸

飾

職

組
合

員

・
岩

佐

敏

男
氏

持

ち

物
は

さ
み

※

作
業

の
で

き

る
服

装
で

お
願

い

し

ま

す

。

蠢

文

化

ホ

ー
ル

四
6
7
1
7
8
1

0

番

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会い
1
1

一一
月
2
8
日

出

午

後
1

時
3
0
分

~
3

時
3
0
分

会

場

青
少

年

会

館

樋

野

口
分

館

費

用

無
料

定

員

二

十
人
(

先

着
順
)

惠

電

話
で

青
少

年

会

館
本

館

四

4
4
-
8
5
5
6

番

へ

障

害

福

祉

地

域

講

座
-

国

連

・

障

害

者

の

十

年

記

念
-

1
2月
1
6
日

團

午
後
1

時
3
0
分

~
4

時
2
0
分

会

場

東

葛

飾
合

同

庁

舎

内
容

講
演

「
障

害
を

背

負

っ
て

生

き

る
こ

と

」

淑
徳

大

学

助
教

授

・
松

崎

泰

子

氏
ほ

か

定
員

先

着
百

二

十

人

惠
1
2
月
1
0
日
困
ま
で
に
官
製
ハ

ガ
キ
に

住

所
・
氏

名
・
電

話

番

号

。

「
障

害
福

祉

講

座
受

講

希

望

」

と

記

入
し

て

、

〒
2
7
1松

戸

市
小

根

本

七
東

葛

飾

支
庁

社

会

福

祉

課
(

酋
6
1
-
2
1
1
4

番
)

へ

音

楽

の

広

場
(

合

唱

講

座
)

い‥
1
1
月
2
4
日

㈹

午

後
1

時
3
0
分

～
3

時
3
0
分

会

場
市

民

会

館

費
用

テ

キ
ス

ト

代
二

千

七

百
円

圜

社

会

教
育

課

市
民

文

化

係

四

6
6
1
7
4
g
)
9に】番

お

正

月

料

理

講

習

会

1
2
月
4
日
窗
午
前
1
0
時
I
午

後
2

時

会
場

婦
人

会

館

費

用
二

千

三
百

円
(
試

食
費

含

む
)

蠢
松

戸

友
の

会

・

藤
井

四
6
3
1

7
6
2
2

番

親

子

で

わ

ら

べ

う

た

を

楽

し

も

う
(

図

書

館

市

民

講

座
)

1
2
月
2
日
團
午
前
1
0
時
～
1
1

時
と
午
前
1
1
時
~
正
午
会
揚

婦

人

会

館

講

師

ま

め

の

木

文

庫

主

宰

・

藤

井

い

ず

み

氏

対

象

幼

児
(

三

歳

以

上
)

と

母

親

・

各

回

十

組
(

先

着
)

費

用

無

料

圉

電

話

で

市

立

図

書

館

四
6
5
1

5
1
1
5
番
へ

墨

彩

画

に

よ

る

年

賀

状

の

書

き

方

教

室

1
2
月
6

日

㈲

午

前
1
0
時

～

正

午

会

場

矢

切

公

民

館

講

師

日

本

画

家

・

石

井

白

藤

氏

定

員

先

着

二

十

人

費

用

千

五

百

円圃

電

話

で

白

藤

会

・

小

島

四
6
2

-
[
D
4
4
Q
]

番

へ

生

涯

学

習

講

座

「
生

命

の

管

理

し

て

ま

す

か
」

1
1 月
2
8
日

出

午

前
1
0
時
3
0
分

~

午

後
O

時
3
0
分

会

場

小

金

原

体

育
館

費

用

無
料

内

容

自

然

食

と
自

然

療

法

、
食

の

倫

理

倫
理

研

修

東

葛
支

所

松

戸

地

区

研

究
所

・

長

島

四
6
3
1
6

9
1
0

番

リ
サ
イ
ク
ル
ハ
ン
ガ
ー
作
り

1
2月
2

日

㈲

午

前
1
0
時
~

午

後
O

時
3
0
分

会

場

社
会

福

祉

協
議

会
(

松

戸

駅

西

口
)

内

容
身
近
な
環
境
問
題
の
話
と
ハ

ン

ガ
ー

作

り

定

員
先

着

三

十

人

費
用

無
料

圃

電

話
で

松

戸

市
消
費
者
の
会
・

炭

竃

一`
6
2
-
4
6
6
6

番

へ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
操
作
講
習
会

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、
市主催の催し物です。

人口と世帯(11 月1日現在)

o 人 口461,765 人(+327)

男235,064 人(+219)

女a?6,701 人 〔十H 〕日)

o 世 帯168,80 〔〕(+819)

囗
は
前
月
比

親

子

で

育

つ

風

の

子

グ

ル

ー

プ

毎
週

火

・

金

曜
日

、

午
前
9

時
4
0
分
1
1

時
4
0
分

会

場

馬

橋

市
民

セ

ン

タ

ー

費
用

月

四

千

円
(

入

会

金

三
千

円
)

対

象

絵
本

の

好

き

な
親

子

茴

猪

狩

四
6
8
-
5
0
4
3

番

(
夜

間

の
み
)

ジ

ュ

ニ

ア

ー
ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

も

ぐ

ら

ク

ラ

ブ

毎
週

日

曜
日

午

後

会

場

高

筱

新

田

グ
ラ

ウ
ン

ド

費
用

月

三

百

円
(

入

会

金

二

千
円
)

対

象
小

学
三
~

五

年

生
の

男

女

翹

ア

ー

ト

エ

ム
・

増
田

四
6
2
-

0
3
5
0

番

八

ヶ
崎

バ
ド
ミ

ン
ト

ン
ク

ラ

毎
週
日
曜
日
午
前
1
0時
~
正

午

会
場
八

ヶ
崎
小
体
育
館

費
用
月
五
百
円
(
入
会
金
な
し
)

残
井
川
｀
4
1
1
8
1
4
3
番

(
午
後
9
時
以

降
)

松
戸

児

童
合
唱

団

毎
週
日
曜
日
、

ジ
ュ
ニ
ア
は

午
後
1

時
~
3

時
、
シ
ニ
ア
は

午
後
3

時
～
5

時

会
場
市
民

会
館

費
用
月
三
千
円
(

入
会

金
二
千
円
)

頸
星
野
7

一一
1
6
0
1
9

番

双
葉

会

ダ
ン

ス
サ

ー
ク

ル

毎
週
水
曜
日
午
後
7
時
~
9

時

会
場
馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
月
三
千
円
(
入
会
金
千
円
)

蠢
吉
野
・
1
6
3
-
5
9
7
4番

(
夜
間
の
み
)

サ
ー
ク
ル

根
木
内
ジ
ョ
リ
ー
コ
ー
ラ
ス

(
女
声
合
唱
)

毎
週
金
曜
日
午
後
2
時
~
4

時

会
場
小
金
原
体
育
館

費

用
三
千
円
(
入
会
金
千
円
)

黯
高
橋

一`
4
3
-
1
5
0
6番

フ
ラ
ワ

ー
ダ

ン
ス

サ

ー
ク
ル

(
社
交

ダ
ン

ス
)

毎
週
月
曜
日
午
後
7
時
～
9

時

会
場
古
ヶ
崎
市
民
セ
ン
タ

ー

費
用
月
三
千
円
(
入
会
金

千
円
)

蠢
小
原
四
6
2
-
9
2
1
5
番

松
戸
ペ
ン
習
字
サ
ー
ク
ル

毎
月
第
二
・
第
四
水
曜
日
、

午
後
6
時
3
0分
~
8
時
3
0分

会
場
市
民
会
館

費
用
月
千
五

百
円
(
入
会
金
子
五
百
円
)

蠢
木
村
四
4
3
-
0
1
9
8番

松
戸
混
声
合
唱
団

毎
週
金
曜
日
午
後
6
時
~
9

時

会
揚
市
民
会
館

費
用
月

三
千
円
(
入
会
金
千
円
)

蠢
朝
倉
｀
4
3
-
0
5
7
3番

麻
し
ん

予
防

接
種

対
象
生
後
十
二
ヵ
月
～
七
十

二
ヵ
月
未
満

申
し
込
み
を
す

る
人
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受

け
て

い
な
い
人
で

、
問
診
票
を

持
っ
て
い
な
い
人

申
し
込
ま

な
く
て
よ
い
人
平
成
3
年
1
0月

1
月
3
0日

生
ま
れ
の
人

に
は
、
1
2月
上
旬
に
直
接
問
診

票
を
送
り
ま
す
。

た
だ
し
1
1
月
1
日
以
降
に
住

民
登
録
を
し
て

い
る
人
は
、
必

ず
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

M
M
R
(

麻
し

ん
・
お
た

ふ
く

か

ぜ
・
風

し
ん
)
、

お
た

ふ
く

か

ぜ
予
防

接

種
(
希

望
接
種
)

対
象
生
後
十
八
ヵ
月
～
七
十

二
ヵ
月
未
満

申
し
込
み
を
す

る
人
M
M
R
=
麻
し
ん
未
接
種

者
で
、
M
M
R

の
接
種
を
希
望

し
、
問
診
票
を
持
っ
て
い
な
い

人
。
お
た
ふ
く
か
ぜ
=
麻
し
ん

の
予
防
接
種
を
受
け
た
人
で

お

た
ふ
く
か
ぜ
の
単
独
接
種
を
希

望
し
、
問
診
票
を
持
っ
て
い
な

い
人
。

※
お
た
ふ
く
か

ぜ
に
か
か
っ
た

こ
と
の
あ
る
人
、
感
染
の
疑

保
健
衛
生

い
の
あ
る
人
は
、
M
M
R
の

予
防
接
種
は
で
き
ま
せ
ん
。

匣
ハ
ガ
キ
に
右
記
の
事
項
を
明

記
し

て

、

〒
2
7
1松
戸

市
根

本

三

八
七

―
五

松

戸

市

役

所
保

健

衛

生

課

麻
し

ん

、
M
M
R

、

お
た

ふ

く
か

ぜ
係

固

保

健
衛

生

課

予
防

衛

生

係

難

病

相

談

「
在

宅

療

養

者

の

つ

ど

い

」

1
9 一月
1
7
日

團

午

後
1

時
~
4

時

会
場

東

葛

飾
合

同
庁

舎

内

容
療

養
生

活

に
つ

い
て

の

助

言茴

松

戸

保
健

所

予

防

課

登
6
1
-

2
1
2
1

番

ハガキ申込要領(裏)

保
健
セ

ミ
ナ

ー

講
演
会

「

あ

な
た
の

心

と
身
体

を
リ

フ

レ

ッ
シ
ュ
!
」

1
1
月
2
6
日
出
午
前
1
0
時
~
正

午

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ

ー

講
師
市
川
神
経
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
・
鈴
木
明
氏

定
員
百
五

十
人

費
用
無
料

圜
健
康
管
理
課
常
盤
平
方
面
保

健
室
・一一
8
4
1
1
3
3
3
番

愛

の
献

血

1
1
月
2
8
日
出
午
前
1
0
時
~
午

後
4

時

会
揚
伊
勢
丹
松
戸
店

前顛
健
康
管
理
課
業
務
係

婚
前
新
婚
学
級

期 日 時間 内 容

11/30(1月) 午
後
6時

30
分
S
8時

30
分

結婚つて親になるつてどんなこと?
教育心理劇研究センター・時田光人氏

豪血圧・尿検査が無料で受けられます

12/7(1月)

気がついからでは遅すぎる妊娠・出産の心得 

医 師 ・堀 口 雅 子 氏

豪血液検査(貧血・梅毒など)を有料で実i

14(月)
幸せな家庭設計のために

保健婦
※検査結果のお知らせ

午
後
6
時
3
0分
～
8
時
3
0分

会
場
勤
労
会
館

対
象
未
婚
・

新
婚
の
人
(
一
人
で

も
可
)

匣
1
1
1
1

一
月
2
7日

窗
ま
で

に
、
電
話

で
健
康
管
理
課
松
戸
方
面

保
健

室
へ

あ
な
た
の
身
近
な
、
ち
よ
つ
と
す
て
き
な
場
所
を

広
報
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

(左から) 加藤 さき子さん

清水 せい子さん

長沢 邦子さん

東泉 陽子さん

今
日
は
仲
良
し
四
人
組
が
集
ま
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
、
紅
葉
を
見
に
来
ま

し
た
。
ア
ジ
サ
イ
の
こ
ろ
も
良
か
っ
だ
け
れ

ど
、
紅
葉
の
本
土
寺
も
す
て
き
で
す
。

本土寺は別名アジサイ寺と呼ば

れるように、アジサイの花で有名

ですが、。ほかにも春には桜、夏に

は花ショウブ、秋には紅葉が訪れ

る人を楽しませてくれます。

文永6 年(1269年)、平賀村狩野

に豪族平賀氏が草庵を建て、のち

建治3年(1277年)現在地に法華堂

を移したのが興りとされていて、

重要文化財をはじめとして由緒あ

る事物が多く伝わる、市内きって

の名刹(さつ)でもあります。

徳川光圀(みつくに)が寄進した

松と杉の並木が続< 参道をぬけ、

山門をくぐると、赤く染まった木

々が目に飛び込みます。

身近な場所の紅葉狩りをお楽し

みください。

身近な場所の紅葉狩り

平賀 本 土 寺

いいと

こみつ

けた



ご参加ください 情報
屋
内
消
化
栓
操
法
大
会
(
1
0月

2
7日
・
消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー
)

松

戸

市

民

劇

団

・

ア

ト

リ

エ

公

演
一
1
1月
2
1
日

出

・
2
2
日

㈲

各

午

後
8

時
、
2
3
日

例

・
2
9
日

収

各

午

後
3

時
、
1
9一
月
5

日

出

午

後

8
時

開

演

会

場

市

民
劇

団
け

い

こ

場

「
劇

舎

」
(八
柱

駅

徒

歩

二

分
)

費
用

大
人

千

五

百
円

、

学
生

千
円

内

容

富
岡

多

恵
子

作

「
人

形

姉

妹

」

黯

松

戸

市
民

劇

団

・
石

上

四
8
9

-
4
6
4
6

番

松

戸

西

子

ど

も

劇

場

・

低

学

年

部

例

会

1
1 一月
2
5
日

困

午

後
4

時

～
5

時
3
0
分

会

場

市

民
劇

場

費

用

千

九
百

円
(

四

歳
か

ら
)

内

容
人

形

劇

団
ひ

と
み

座

「

あ

ま

ん

じ

ゃ
く

と

う

り
こ

ひ

め

」
。

「
午

方

と
山

ん

ば

」

周
一
松

戸
西

子

ど

も

劇
場

公
6
1
囗

1
6
0
6

番

松

戸

子

ど

も

文

庫

ま

つ

り

1
1月
2
9
日

㈲

午

前
1
0
時
~

午

後
4

時

会

場

勤

労
会

館

内

容
講

演
会
(
児

童

文

学
者
・
斉
藤

洋

氏
・
午

後
2

時

か
ら
)
、

原
画

展

、

読
み

聞

か

せ

費

用

無
料

茴

松

戸

親
子

読

書

会
子

ど

も

文

庫

連

絡
会

・

橋

本
・
一一
4
6
1
g
7

8
5

番

女

声

合

唱

団

瑞

季

・

第

二

回

定

期

演

奏

会

1
2月
1
2
日

出

午

後
6

時
3
0
分

開

演

会

場

市
民

会

館

費

用

八
百

円

内

容
女

声

合

唱

組

曲

「
心
の

四

季

」・
「
金

も
く

せ
い

」
、

「
ア

ヴ

ェ
マ

リ

ア
」

蠢

中
川

四
8
5
-
5
4
8
8

番

盆

栽

・

さ

つ

き

合

同

展

示

会

]
1
1
月
2
1
日

出
よ
(
一
日

㈲

、
午

前
9

時

～

午

後
5

時

会

場

常

盤
平

市

民

セ

ン
タ

ー

内

容

作

品
展
示
と
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ

ー

ル

蠢

盆
栽

協

会

松
戸

支

部

・

真

嶋

一`
8
7
-
1
0
1
9

番

第
1
7
回

松

戸

ギ

タ

ー

ク

ラ

ブ

演

奏

会

1
2月
6

日

㈲

午

後
6

時
3
0
分

開

演

会

場

市
民

劇
場

費

用

無

料

内

容
「
日

本

の

四

季

」
、

「
ロ

マ
ン

ス

」

ほ
か

黯

佐

藤

｀
4
2
-
6
6
6
7

番

松

戸

ス

ウ

ィ

ン

グ

セ

ピ

ア

フ

ァ

ミ

リ

ー

コ

ン

サ

ー

ト

1
2
月
5
日
出
午
後
6
時
3
0
分

開
演

会

場

常
盤

平

市

民

セ
ン

タ

ー

費

用

無
料

頸

中

島

公
8
5
-
7
9
6
8

番

か

っ

ぱ

組

の

ク

リ

ス

マ

ス

会

1
2月
1
2
日

出

午

前
9

時
~

午

後
3

時

会

場

青
少

年

会

館

費
用

七

百

円

対

象
市

内

の
小

学

生
三

十
人

惠
1
2
月
1

日

㈹
必

着
で

、

往

復

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号

を

記
入

し

て

、

〒
2
7
0松
戸

市
千

駄

堀

一
〇

二

四
-

ニ

ー
相

田

方

「
か

っ
は

組
窓

口

」
(
酋
4
4

-
5
8
3
9

番
)
へ

生

涯

学

習

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

手
づ
く
り
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ

ン
テ

ス
ト

に

参
加

し

ま

せ

ん

か

対

象
洋

裁

・

編
み

物

の

手

づ
く

り
の

作

品

発

表

日
2

月
1
3
日

薦

社
会

教

育

課

四
6
6
-
7
4
6

2

番

矢

切

オ

リ

エ

ン

テ

ー

リ

ン

グ

大

会1
1
1
1

一
月
2
2
日

㈲

午
前
8

時
矢

切

小

学
校

校

庭

集

合

〔
雨
天

の

時

は
2
3
日

吩

〕

費
用

一
人

三

百

円
(
昼

食

・

保

険
料

含

む
)

種

目

親
子
(
親
と

小

三

以
下
)
、

少

年

・
少

女
A
(

小

三

以
下
)
、

少

年

・
少

女
B
(

小

四
~

小

六
)
、

オ

ー

プ
ン
(
そ

れ
以

外
)

定

員

七
百

人

践

青
少

年

相

談

員
・

石

井

四
6
3

-
2
8
1
7

番

昨
年
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ

ン
グ
大
会

南
部
小
学
校
独
立
五
十
周
年

記
念
事
業
式
典

1
1
月
2
9
日
面
午
後
1
時

会
場

南
部
小
学
校
体
育
館

費
用
一
万
円
(
観
察
池
建
設
・

名
簿
・
記
念
誌
代
を
含
む
)

蠢
記
念
事
業
実
行
委
員
会
事
務

局
・
松
浦
・一一
6
1
-
9
3
0
0番

お
は
な
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
フ

1
2月
6
日
収
午
前
1
0時
~
午

後
2
時

会
場
青
少
年
会
館

内
容
市
内
外
の
人
形
劇
団
の
公

演蠢
聊
松
戸
市
お
は
な
し
キ
ャ
ラ

バ
ン
・一一
4
4
-
3
0
3
7番

市
民
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

1
2月
6
日
凹
午
前
1
0時
か
ら

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
無
料

茴
松
戸
民
演
連
盟
・
滝
沢
公
9
1

-
0
2
2
2
番
・

催
し

物

南
部

市
場
祭
7

]
1
1
月
2
2日

㈲
午
前
9

時
1
午

後
1
時

会
場
松
戸
市
公

設
地

方
卸
売
市
場
・
南
部
市
場

交

通
松
戸
駅
東
口
か
ら
新
京
成

バ

ス
「
三
矢
小
台
行
き
」
ま
た
は

「
野
菊
野
行
き
」
で
、
総
合
卸
売

市
場
バ
ス
停
下
車
、
徒
歩
二
分

顔
南
部
市
場
四
6
2
-
5
8
0
9

番

野

鳥

観

察

会
(

流

山
)

]
1
1
月
2
9
日

㈲

午

前
8

時
、

松

戸
駅
東
ロ
デ
ッ
キ
上
に
集
合
。

午

後
1

時

現

地

解
散

内

容

流

山

市
内

の

水
田

地

帯

の

冬

鳥

(
タ
ゲ
リ
・
ケ
リ
・
シ
ラ
コ
バ

ト
)

用

意

す

る

物
筆

記

具

・

観

察
用

具

・

昼

食
な

ど

蠢

助
ま

つ

ど

街
と

水

辺
の

緑

化

基

金
(

市

役

所
内
)

お
知
ら
せ

婦
人

会
館

が
休

館
し

ま
す

婦
人
会
館
は
、
空
調
機
な
ど

の
修
理
の
た
め

、
1
月
2
5日
囲

~
3
1日
㈲
の
間
、休
館
し
ま
す
。

※
受
付
業
務
は
平
常
通
り
行
い

ま
す
(
3
1日
を
除
く
)
。

黯
婦
人
会
館

公
6
4
-
8
7
7
8

番「
江
戸

川

の
風
景

写
真

コ

ン

ク
ー

ル
」
作

品
募

集

内
容
江
戸
川
へ
の
親
し
み
を

感
じ
さ
せ
る
江
戸
川
周
辺
の
風

景
写
真
(
カ
ラ

ー
・
白
黒
と
も

四
ツ
切
以
上
二
十
四
㌢
×
二
十

九
㌢
)
募
集
期
限
1
2
月
2
5
日

窗
〔
当
日
消
印
有
効
〕

蠢
公

害
課
公
害
対
策
係

米
穀
小

売
業

者
の

新
規

許
可

申

請

受
け
付

け

対
象
区
域
市
内
全
域

許
可

件
数
特
定
営
業
所
=
三
、
販
売

所
=

一

圃
1
2月
1

日
㈹
~
1
4日
㈲
の
間

に
、
直
接
商
工

課
調
整
係
へ

1
2月
1

日

か
ら

市
融

資

制
度

貸

出
金
利

を
引

き
下

げ

ま
す

松
戸

市
商

業
構

造
基

本
調

査

松
戸
市
の
商
業
の
主
だ
っ
た

項
目
の
デ
ー
タ
は
、
表
の

と
お

り
で
す
。

＼ 現行 改正後

1 年
以内
5.5% 5.1%

3 年
以内
5.996 5.5%

7年

以内
6.3% 5.9%

7 年
超
6.5% 6.1%

人 口( 人) 商 店 数( 店) 売揚面積(m') 年間販売額( 円)

88年 91年 88年 91年 88年 91年 88年 91年

松 戸 市 439,106 449,978 3,761 3,729 312,357 322,971 3,682億8,224万 4,642億3,056万

柏 市 290,762 304,030 2,237 2,292 220,369 259,478 3,038億6,227万 3,855^392万

市 川 市 412,214 427,920 3,732 3,777 232,161 271,116 3,040億8,453万 4,047115,163万

船 橋 市 515,295 524,921 4,574 4,525 420,761 444,574 5,215億44万 6,482億6,266万

蠢
商
工
課
振
興
係

蠢
商
工
課
振
興
係

ふ

る

さ

と

便

「
松

戸

名

産

の

ネ

ギ

」

を

贈

り

ま

せ

ん

か

申

込

期

間
1
9一
月
1
5
日

㈹

ま
で

引

き

渡
し

・
発

送
1
9一
月
1

日

㈹

~
1
8
日

窗

価 格( 送料別) 申 込 先

矢切ネギ
泥ネギ葉つき7kg 入

2,000円

松戸市農協・経済センター

昔41-5151 番
または同農協各支店

(土・日曜日を除く)

あじさい
ネ ギ
(葉ネギ)

葉ネギ1.5kg 入

1,500円

千葉小金農協

昔42-1079 番

(日曜日を除く)

小
中
学
生
観
光
絵
画
展

1
1月
2
4日
㈹
~
3
0日
囲

会

毳
市
役
所
新
館
本
館
連
絡
通
路

内
容
市
長
賞
九
点
・
松
戸
市
観

光
協
会
長
賞
九
点
を
展
示

頸
商
工
課
調
整
係

松
戸

市

民
コ

ン
サ

ー
ト

1
2月
6
日
㈲
午
後
5
時
開
演

会
場
市
民
会
館

費
用
千
五
百

円
(

全
席
自
由
)

内
容
モ

ー

ツ
ァ
ル
ト
「
戴
冠
式
ミ
サ
」

蠢
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係

酋

6
6
-
7
4
a
u
n
乙
番

不

用

品

情

報

譲

り

ま

す

「
家
具
」
◆
セ
ミ
ダ
ブ
ル

ベ

ッ
ド
三
千
円
◆
ダ
ブ
ル
ベ
ッ

ド
無
料
◆
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド

無
料
◆
回
転
い
す
二
百
円
◆

座
い
す
二
百
円
◆
幼
児
用
食

堂
い
す
三
百
円
◆
子

供
用
学

習
机
・
い
す
二
千
円

【
電
気
製
品

】
◆
ト
ー
ス
タ

ー
千
円
◆

オ
イ
ル
ヒ

ー
タ
ー

ハ

千
円
◆
扇
風
機
千
円
◆
ト

ラ
ン
シ
ー
バ
ー
千
円

【
子
供
用
品
】
◆
B
型

ベ
ビ

ー
カ
ー
無
料
◆
A
型

ベ
ビ
ー

カ
ー
無
料
◆

ベ
ビ
ー
ポ
ー
ク

圭

一
千
円
◆
籘
製
ゆ
り
か

ご

三
千
円
◆
マ
ザ
ー
ズ
バ
ッ
グ

二
千
円
◆

ベ
ビ
ー
ゲ
ー
ト
五

千
円

【
ス

ポ

ー

ツ
用

品

・
楽

器

】

◆

ト
レ

ー

ニ
ン

グ

器

具

無
料

◆
ル

ー

ム

ラ
ン

ナ

ー

一
万

円

◆
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
卜
三
本
セ

ッ
卜
(
硬
一
・
軟
二
)
五
千
円

◆

ピ
ア

ニ

カ

無
料

◆

エ
レ

ク

ト

ー
ン

無

料
◆

電

子

オ
ル

ガ

ン

無
料

二

台
◆

電

気

オ
ル

ガ

ン

無
料

◆

ピ
ア

ノ

無

料

【
日
用
雑
貨
】
◆
ポ
ッ
卜
一

㍑
千
三
百
円
◆
湯
飲
み
五
個

組

み

千
円

◆

小
皿

五

枚
千

円

◆
電

池

式

包
丁

研

ぎ

器
千

円

◆
仏

和
辞

典

千

円

◆

押
し

入

れ
ス
ラ
イ
ド
ハ
ン
ガ
ー
二
千

円
◆

ム

ー

ト
ン

敷

物
五

千

円

◆

タ
イ

ヤ

チ

ェ
ー

ン
1
8
5
/
6
0

R
1
4
五

千
円

圃
一一
‥一
月
2
5
日

團

〔
当
日

消

印

有
効
〕
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に

希
望
品
名
(
一
枚
一
点
)
・
価

格
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番

号
(
昼
間
)
を
記
入
し
て

、〒

2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八
七
-

五

松
戸
市
役
所
消
費
生
活

課
消

費
生
活
係
へ

※
相
手
の
紹
介
は
月
末
に
抽

選
し
、
当
選
者
に
電
話
連

絡
し
ま
す
。
紹
介
後
は
自

主
交
渉
と
な
り
ま
す
。

○

次

回

掲

載

分

の

申

し

込

み

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、

1
2月
1
0日
團
ま
で
に
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

。

次
回
は
1

月
2
0日
号
に

掲
載

し
ま
す
。
価
格
は
一
万
円
ま

で
で
、
衣
料
品
・
食
料
品
・

自
転
車
は
扱
い
ま
せ
ん

。

蠢
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係

ス
ポ
ー
ツ

市

民

健

康

づ

く

り

の

集

い

・

グ

ラ

ウ

ン

ド

ゴ

ル

フ

大

会

参

加

者

を

再

募

集

1
0月
2
5
日

に

実

施

を

予

定
し

て

い

た

大

会

が
延

期

さ

れ
た

た

め

、
参
加

者

を
再

募

集
し

ま

す

。

1
2
月
1
2
日
出
午
前
9
時
~
午

後
4

時

会

場

金

ヶ

作
公

園

野

球

場

内

容

一
チ

ー

ム
六

人

制

(
年

齢

制

限
な

し
)

惠

い
1
1
1
1

一
月
3
0
日

囲

ま
で

に

、

電

話

で

健

康

管
理

課

保

健
計

画

係

ヘ

チ

ヤ

レ

ン

ジ
卓

球

教

室

1
2月
5

日

出

午

後
1

時

～
4

時

会

場
小

金

原

体

育
館

費

用

五

百
円

圜

松

戸

市
卓

球

協

会

・
持

田

四

8
5
1
1
(`
り
Q
)ｑ
)
番

啻に親しむ会( スキー)

日 時 場所 費 用 定員 その他

12/28回午後9 時

松戸伊勢丹前集合~
31附午後8 時帰着

大人41,000円

小人38,000円
(小学生まで)
※往復バス代

・民宿2 泊
半・傷害保
険料を含む

子供1 人
の参加の
場合は、

小学4 年
生以上

1/1R午後7時
松戸伊勢丹前集合~

4(月)午後8 時帰着

[痩松戸市スキー連盟・高橋062-1800 番

猪
苗
代
ス
キ
ー
場

各
先
着
3
8人

市役所・支所
連絡先

●市 役 所(66)1111

●常盤平支所(87)2131

●小 金 支 所(41)5101

●小金原支所(44)4151

●六 実 支 所(85)0113

●馬 橋 支 所(45)2131

●新松戸支所(43)5111

●矢 切 支 所(62)3181

●東 部 支 所(92)3061

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

◆夜間急病診療所(毎日)

午後8時~11時衛生会館内

……………S68-3756 番

◆待機病院(毎日)・午後5時~午前9時
テレホンサービス……………………S66-0010 番

◆緊急休日在宅当直医・午前9時~午後5時
テレホンサービス……………………O66-0010 番

◆休日土曜日夜間歯科診療所・午後8時~11時
衛生会館内……………………………2*65-3430番

1
1月
は
指
名
手
配
月
間

で
す

犯
人
逮
捕
に
ご
協
力
を



花の香りに誘われて
月下美人が30 輪

タヒバリ

灰褐色の上面 汚白色の下面

胸に黒い縦線 長めの尾

全長16cm

翼開長26cm

見られる場所 田畑や河原

ヒバリの名がつきますが、実はセキレイの

仲間で、川岸や水田のほか乾いた畑地にもい

ます。

冬鳥としてこれから4 月ごろまで市内各所

で見られますが、地上を歩いてえさを探して

いるため、黒っぽい身体が土の色に紛れて気

が付かず、飛んだ時のチーという細い声で初

めて気付くことが多いようです。

八柱霊園などの松林に来るビンズイとよく

似ていて区別に困りますが、普段見られる場

所は違っています。

夜
8
時
ご
ろ
か
ら
咲
き
始
め
る
神
秘
的
な
花

月の夜、甘い香りに誘われて部

屋をのぞいてみると、そこには月

に照らされた純白大輪の花。

上本郷にお住まいの山田さん宅

では、月下美人( サボテン科クジ

ャクサボテン類) の花がたくさん

咲きました。

15年前20cmだった株を丹念に育

て、今では150cmの高さに。花は10

年前から咲き始め、今年は7 月か

ら10月までに30輪も。

でも、残念なことに、花は一夜

の夢のように4 時間くらいでしぼ

んでしまうのです。

上本郷

山田 操子に
ス

ナ

ッ

プ

シ

ョ

ッ

ト

あなたの撮ったスナップ写真

(街の話題・身近な出来事など)

をお寄せください。採用の方に

は記念品を差し上げます,

罔広報課

松戸
の
野鳥

劉
さ
ん
一
家
と
渡
部
さ
ん

(
ハ
ル

ビ
ン
市
内
の
ホ
テ
ル
に
て
)

中国ハルビンからの手紙
幸福と永遠の友情を！

松戸にもうひと組のお父さんとお母さんができ

た。という息子の話を聞いて私たち夫婦はとてもうれしく思ったのです中国ハルビン市の劉国臣さんから広報課に手紙が

届きました。手紙には昨年8月に行われた日・中・韓中学生バレーボールの親善大会の際の息子さんのホームスティ先、渡部栄綱・禮子さん（紙敷）との一年に渡る交流がつづってありました。心を込め

た文通のこと言葉を超えて伝え合った国際電話のこと、渡部さんガハルビンを訪れたことなど、

10枚の便せんから思い出があふれています。

日中両国の幸福と永遠の友情を願いつつ、劉さんの

手紙は終わっています。

こんな心温まるふれあいを大切にしたいですねo

市民の間では国際交流の輪が広がっています。10月21

日 には家庭婦人バレーボール連盟が韓国大邱(テグ)市

のママさんチームを招いて、親善大会を行いました。

言
葉
は
通
じ
な
く
て
も
心
は
通
う
よ

う
で
、
中
国
に
親
類
が
で
き
た
み
た
い

で
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

親
善
大
会
を
機
に
親
交
を
深
め
て
い

る
家
族
は
、
ほ
か
に
も
多
い
よ
う
で
す
。

紙敷

渡部 栄綱に

禮子さん

ま
つ
ど
文

学
散
歩
長
谷
川

時
雨

「
近
代
美
人
伝
」

長
谷
川
時
雨
(
本
名
長
谷
川
ヤ
ス
・
明

治
十
二
年
~

昭
和
十
六
年
)
は
、
明
治
、

大
正
期
に
小
説
、
歌
舞
伎
脚

本
、
舞
踊
劇
、

劇
評
な
ど
の
分
野
で

幅
広
く
活
躍
し
た
女

流
文
士
で

す
。

日
本
で
最
初
の
免
許
代
言
人
(
弁
護
士
)

の
一
人
で

あ
っ
た
長
谷
川
深

造
の
長
女
と

し
て
東
京
に
生
ま
れ
、
幼
少
か
ら
文
学
を

好
み
ま
し
た
。
不
幸
な
最
初
の

結
婚
生
活

中
に
小
説
に
挑
戦
、
明
治
三
十
四
年
に
処

女
小
説
『
う
づ
み
火
』
が
『
女
学
世
界
』

の

特
賞
と
な
り
ま
し
た
。

離
婚
後
に
書
い
た
戯
曲

『
海
潮
音
』
が

明
治
三
十
八
年
、
読
売
新
聞
懸
賞
特
選
と

な
り
、
新
富
座
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

坪
内
逍
遥
に
師
事
し
、
そ
の

後
も
多
く

の

戯
曲
を
書
き
、
一
流
俳
優
に
よ
り
上
演

さ
れ
ま
し
た
が
、
特
に
史
劇
『
操
』
は
尾

上
菊
五
郎
に
よ
っ
て
歌
舞
伎
座
で
上
演
さ

れ
、
女
流
劇
作
家
と
し
て

の
地
位
を
確
立

し

ま
し
た
。

大
正
十
二
年
に
は
、
月
刊
文
芸
雑
誌
『
女

人
芸
術
』
を
創
刊

、
左
翼
的
傾
向
を
帯
び

た
進
歩
的
婦
人
雑
誌
と
し
て

注
目
を
集
め

ま
し
た
。
こ

の
中
か
ら
、
林
芙
美
子
、
円

地
文
子
、
佐
多
稲
子
な
ど
多
く
の

新
進
作

家
が
世
に
出
ま
し
た
。

主
な
作
品
と
し
て
、
舞
踊
劇
『
江
島
生

島
』
『
空
華
』
、
戯
曲
に
『
桜
吹
雪
』
『
花
王

丸
』
、
小
説
に
『
日
本
橋
』
、
随
筆
な
ど
に

『
明
治
美
人
伝
』
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

時
雨
の
墓
は
長
ら
く
、
都
営
八
柱
霊
園

の
五
区
に
あ
る
柔
道
の
嘉
納
治
五
郎
の
墓

の
近
く
に
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
川
崎

市
鶴
見
の
長
谷
川

家
菩
提
寺
の
総
持
寺
に

移
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
近
代

美
人
伝
』
は
、
伝
記
と
い
う
よ

り
、
明
治
の
美
し
い

先
人
た
ち
を
深
い
同

情
と
憧
憬
と
追
憶
の

情
で
書
き
上

げ
た
評

伝
で

す
。

『
新
編
近
代
美
人

伝
』
と
し
て

、
杉
本

苑
子
編
で
岩
波
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
写
真
を
見
る
と
細
面
の
大
変
な
美

人
で

、
解
説
類
に

も
時
雨
自
身
が
美
人
伝

中
の
一
人
と
な
る
だ
ろ
う
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。

明
治
美
人
伝

空
の
麗
し
さ
、
地
の
美
し
さ
、
万
象
の

妙
な
る
中
に

、
あ
ま
り
に
い
み
じ
き
人
間

美
は
永
遠
を
誓
え

ぬ
だ
け
に
、
脆
き
命
に

激
し

き
情
熱
を
魂
を
こ
め
て

、
た
と
え
し

も
な
い
刹
那
の

美
を
感
じ
さ
せ
る
。

美
は
一
切
の
道
徳
規
矩
を
超
越
し
て

、

ひ
と
り
の
誇
ら
か
に
生
き
る
力
を
許
さ
れ

て
い
る
。
古
来
美
女
た
ち
の
そ
の

実
際
生

活
が
、
当
時
の
人
々
か
ら
い
か
に
罪
さ
れ
、

蔑
す
ま
れ
、
下
し
め
ら
れ
た
と
し
て

も
、

そ
の
事
実
は
、
す
こ
し
も
彼
女
た
ち
の
個

性
的
価
植
を
抹
殺
す
る
事
は
出
来
な
か
つ

た
。か
え
っ
て
伝
説
化
さ

れ

た

彼
女

ら

の

面

影

は
、
永
劫
に
わ
た
っ
て

人
間
生
活
に
夢
と

詩
と

を
寄
与
し
て
い
る
。

(
「
近
代
美
人
伝
二

(
市
立
図
書
館
)

20代前半のころの長谷川時雨
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